
第 14回 災害外傷研修 開催要項 

1. はじめに 

これまで日本赤十字社（以下、日赤）は、診療所 ERU（旧：基礎保健 ERU）の活動を中心として、国

際赤十字・赤新月社連盟が運営する病院 ERU や、赤十字国際委員会が運営する戦傷外科病院への要員

派遣を行ってきた。加えて、日赤はより高度な医療支援の必要性に鑑みて、令和 3年度に病院 ERU（WHO-

EMTのタイプ 2）の整備を完了した。そのため、これまで以上に災害外傷患者受け入れ時の具体的なイ

メージと知識、技術を有する国際救援・開発協力要員の増員が必要である。 

そこで、本研修では災害時に遭遇する主な外科系疾患について、外傷治療・看護・多数傷病者対応

の知識と技術を習得する。さらに、赤十字国際委員会（ICRC）で医療活動に従事してきた講師の災害・

紛争地における経験・症例共有を通して学びを深める機会とする。 

 

2. 研修の目的 

 災害時に必要な外科系疾患の理解を深める。 

 災害時に必要な外傷治療・看護の知識と技術を習得する。 

 参加者同士が専門性や国際経験を通じて情報交換し交流を深める。 

 

3. 日時 令和 8年 10月 3日(土)9時 45分～10月 4日(日)12時 50分 

 

4. 場所 大阪赤十字病院 旧大阪赤十字看護専門学校 

 

5. 使用言語 日本語 

 

6. 参加者要件（25名程度）※応募状況により書類選考いたします。 

以下いずれかの要件を満たす医師、看護師、助産師、理学療法士 

1） IMPACT（または BTC）または保健医療 ERU（または ERU研修）を修了し、国際救援・開発協力要員

に登録されている日赤職員 

2） 病院 ERU実技研修を修了し、国際救援・開発協力要員（※病院 ERU派遣限定）に登録されている

日赤職員 

3） 国際救援・開発協力要員に登録は済んでいないが、災害外傷研修に関心があり、今後登録を目指

す日赤職員 

  ※以前に受講したことがある方も申込可能です。 

  ※国際要員以外の方の本研修参加にかかる費用については、国際医療救援事業交付金の対象ではあ

りません。 

 

7. 研修プログラム 

別紙プログラム参照 

 

8. 参考教材  

1) ICRC Surgery for Victims of War 

https://www.icrc.org/en/doc/assets/files/other/icrc_002_0446.pdf 

2) ICRC Hospitals for War-wounded 

https://www.icrc.org/en/doc/assets/files/other/icrc_002_0714.pdf 

3) War wounds with fractures-A guide to surgical management  

https://www.icrc.org/en/doc/assets/files/other/icrc_002_0623.pdf 

4) Surgery in Africa 

https://www.osaka-med.jrc.or.jp/assets/pdf/magazine/surgery_in_africa.pdf 

5) War Surgery Volume1.2 

https://www.icrc.org/en/doc/assets/files/other/icrc_002_0446.pdf
https://www.icrc.org/en/doc/assets/files/other/icrc_002_0714.pdf
https://www.icrc.org/en/doc/assets/files/other/icrc_002_0623.pdf


https://www.osaka-med.jrc.or.jp/aboutus/international/pdf/warsurgery_vol1.pdf 

https://www.osaka-med.jrc.or.jp/aboutus/international/pdf/warsurgery_vol2.pdf 

 

 

9．その他 

1） 参加の可否については、9月上旬頃に所属施設あて通知いたします。 

2） 院内では原則マスクを着用してください。また、研修は手指消毒の徹底などの感染対策にご協力く

ださい。 

3） 実技演習がありますので、軽装でお越し下さい。 

  ※ギブス実習は各自患者役となります。石膏で汚れてもよい Tシャツやジャージ等を持参下さい。 

4） 講義は、8.で提示した参考教材をもとに行われます。 

原則、配布資料はございません。筆記用具などは各自でご準備下さい。 

5） 宿泊は各自で手配をお願いいたします。 

6） 10月 3日（土）の昼食はお弁当をご用意いたします。参加者自己負担となりますので、受付時にお

支払いをお願いします。 

7） 研修参加にかかる旅費については、6．参加者要件の 1）または 2）に該当する方は国際医療救援事

業交付金の対象となり、追って申請・充当すること。なお、同交付金の旅費の扱いについては、日

本赤十字社旅費規則に基づき支給すること。（令和 7 年 10 月 27 日付 「人企第 142 号「日本

赤十字社旅費規則の改正等について」を参照） 

 

研修参加希望の方は、所属施設の承諾を得た上で令和 8年 8月 20日（木）までに下記 URLまたは QRコ

ードよりお申し込みください。 

＜URL＞ https://forms.gle/Npe4NdS1go4RMVgS7 

＜QRコード＞  

 

 

 

 

 

            

 

【申込み／問合せ先】 

日本赤十字愛知医療センター名古屋第二病院 

国際医療救援部 

E-mail：kokusaikyuen@nagoya2.jrc.or.jp 

電話番号：052-832-5467（直通）  

https://www.osaka-med.jrc.or.jp/aboutus/international/pdf/warsurgery_vol1.pdf
https://www.osaka-med.jrc.or.jp/aboutus/international/pdf/warsurgery_vol2.pdf

